
令和２年度 セミナー 教科リフレクションシート 

 

実施日 教科 名前 単元・題材名 

７月 2２日（水） 算数科  わかりやすく せいりしよう 

目指す子供の姿 

どの動物が多いかを考える際に，「種類ごとに数える」「絵カードを動物ごとにまとめる」「絵カード

を並べる」といったそれぞれの考えを交流することを通して，数の大きさを比べるには，均等に並べたり，

同じ大きさで並べたりしたらわかりやすいことを説明する姿。 

手立て 
●効果的な「集団思考」となるように指名計画を構想する 
本時では，効果的な集団思考となるよう，問題場面について「同じ動物をまとまりにした子供」「動物カ

ードを並べた子供」の順で指名していくことで，種類ごとに分類していくよさを感じさせるとともに，並
べるだけでは「異なる数にも関わらず同じように見えてしまう」ことを感じさせ，横に揃えるなど並べ方
を修正していく子供の姿を引き出していく。 
●「個人思考」と「集団思考」を柔軟に設定する 
 本時では，バラバラになっている動物を１つずつ数える活動を通して，「どうしたら数えやすくなるかな」
といった思考，「数の大きさが異なるにも関わらず，同じように見える絵」に対して，「このままだと比べ
にくい」といった思考が生まれるようにすることで，適宜立ち止まり，個人思考，ペア交流を位置付け，
効果的な集団思考を実現する。 

１．研究協議を経た成果と課題 

時間 教師と子供の言動 観察者の分析と代案 
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C：はじめます。お願いします。 

T：新しいお勉強なんですよ。 

C：何？何？何？ 

T:：題名は書かないでやりますね。 

T：先生ね，お家に牧場があるんですよ。牧場でいろんな動
物を飼っているんです。（カードを貼る）これもいるよ～。
いろんな動物いるでしょ？ 

C：え～。うそだ～。 

C：並べるよ。 

T：（問題「一番多い動物はどれですか」を板書）問題読ん
でください。どうぞ。 

C：わかった。うさぎ。うさぎ。うさぎ。 

T：先生問題読んでいったよ。う・さ・ぎ？ 

C：一番多い動物はどれですか。 

T：うさぎ，うさぎって言っていたけど一番多い動物はうさ
ぎ？どうやって考えたの？ 

C：数えたらいいよ。 

T：１，２，３，４，５，５，６，７，８・・・（同じうさ
ぎを何度か数える誤り） 

C：ちがう！ 

T：先生の数え方違った？ 

C：同じの数えているよ。 

T：先生間違えちゃったんだけど，間違えないように数える
ことできる？ 

C：うん。 

T：それ，勉強するでもいい？ 

C：ブロック使ったらいいよ。 

T：（課題「数えやすくしよう」を板書）でもさぁ，数えや
すくするっていっても，先生牧場からうさぎとか連れ
てくるの忘れちゃったよ。 

C：ブロック！ 

T：ブロックを使ったらいいんだね。ブロックだったらいく
つ表すことができるかな？ 

C：でもさぁ動物の数が合わなかったら・・・ 

T：ブロックだったら？ 

C：２０，２０！ 

T：あの動物を数えてみて，それでブロックは２０個で，あ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

動物カードの必要感があったかどうか。「ブ
ロックの数が２０しかないから足りなくな
るかもしれない」という発言はあったが，黒
板のカードを操作させる児童がいた後に，配



 

 

 

 

 

6:30 

 

 

 

8:15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

れは（動物）何匹いるかわからないよ。 

T：みなさんがそういうと思って，先生動物のカードを用意
してきました。配ってください。（封筒から）開けていい
ですよ。みんな教科書とかノートを準備してとっても素
晴らしい。１回静かにします。カードを使いますので邪
魔じゃないところにおいてください。数えやすくしてく
ださい。いいですか。どうぞ。 

（個人思考） 

C：できた，みんなどうなっているんだろう？ 

C：山崎先生見て。 

T：やってもらっていい？○○さんこの辺にやってもらって
いい？○○さんの考えおもしろいよ。 

C：どんどん小さくなっている。 

C：どんどん小さくなっている。 

C：わかってきた。 

C：どんどん小さくなっている。あ～。 

T：あ～って聞こえてきた。○○さんありがとう。○○さん
の気持ちわかるよっていう人。○○さんの気持ちわからな
いよっていう人。そうか。○○さんの気持ちわかるよって
いう人。○○さん教えて。 

C：どんどん数が大きくなってくる。 

T：どんどん数が大きくなっている。どう？なんの数がわか
るの？ 

C：２・３・４・６ 

T：２，３，４，６って言っているけど見える人？数の数え
方わからなくなっちゃった？２・３・４・５じゃないの？ 

C：ちがう。 

T：わかったよっていう人。○○さん，２って何？ 

C：２が馬で 

T：みんな聞こえた？ 

C：２が馬の数で。 

C：これが３． 

T：羊が？ 

C：３ 

T：何が４ 

C：あひるが４ 

C：わかっちゃった。 

C：うさぎが６。 

T：聞こえた？すばらしい発言だったね。今のね。 

C：一部拍手。 

T：拍手が少ないけどどうした？ 

C：聞こえなかった。 

T：もう１回言える？ 

C：あひるが４で。うさぎが６． 

C：うさぎが６。 

C：せんせい。ぼくの考えはちょっと違う。 

T：どうみんな？聞きたいね。 

T：背が高い順から・・・ 

T：１番背が高いのは何？ 

C：馬。 

T：次は？ 

C：ひつじ。 

T：次は？ 

C：あひる。 

T：次は？ 

C：うさぎ。 

T：大事なことだから（「せがちがう」を板書） 

C：背が大きいほど数が小さい。 

T：ここまでのこと教えてくれる？この時は（ばらばらの動
物カード）先生間違えちゃったんだよね。数を数えるの。 

C：だってばらばらじゃん。 

T：えっ？（一列に並べたカードに対して）こっちは？ 

C：きれい。わかる。 

T：（一列に並べたカードに対して）なんでこれだったらわ
かるの？ 

C：先生がやったやつぐちゃぐちゃで○○くんのはきれいだ
から。 

T：きれいってどういうこと？どんなふうに並べているの？ 

付するという流れの方が自然だった。 
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17：00 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C：そろえて。 

T：○○さん。教えて。 

C；動物を揃えて。 

T：○○さん。 

C：動物と動物，馬と馬。 

T：何？何？ 

C：まとまり。馬のまとまり。 

T：まとまり？ 

C：まとまり。 

T：まとまりって１０のまとまりとかやっていたけどなんか
まとまりになっている？これ？ 

C：なっている。動物のまとまり。 

T：２・３・４・６っていうふうに数えやすくなったんだよ
ね。（「かぞえやすい）を板書」なんでか教えて。 

C：まっすぐ一列にした。 

T：その後なんて言ってた？ 

T：まとまりって言っていたよね。○○さんもう１回教えて。 
C：動物のまとまり。馬と馬のまとまり 

C：あ～。 

T：大丈夫？ 

T：数えやすい。なんで数えやすいの？ 

C：動物と動物のまとまり 

T：（「どうぶつのまとまり」を板書。）すごい，伝わってき
たよ。 

T：他にもこういう風に並べ，置いてくれた人がいたよ。教
えてくれる人いるかな。誰かやりたいよっていう人。（○
○，○○を指名）このあたりにおいて。 

C：とられた～ 

T：ということは同じってこと？それがわかるのも素敵だ
ね。目で応援しているのもすごいな。 

C：あっわかった。 

T：先生，黒板のこっち側も使いたいから移動してもいい？
（はじをずらして貼る） 

C：えっ？ 

C：揃えるよ！だから！！！ 

C：（貼り方を修正する） 

T：ごめん。ごめん。ちゃんと同じように並べたけどちがっ
た？先生のおかしかったところ教えて。 

C：はじ！ 

T：○○さんどうぞ。 

C：はじとはじがそろえていなかった。 

T：どこ？ 

C：たて 

C：ここ！ 

T：ありがとう。ありがとう。（線で揃える。）よいしょ，そ
れも大事なことだね。（「揃える」を板書）揃えるのが大
事なんだね。 

C：また，間違うよ。あやしい。 

C：あれ？あっている気がするよ。 

T：（縦に並べた図に対して）これは何をしているの？ 

C：階段。 

T：一番多い動物わかる？ 

C：うさぎ。 

T：数えたらわかるんだもんな。１・２・３・４・５・６．
数えたらわかるでいい？ 

C：うん。 

C：あと～。 

C：はみだしている。 

T：ストップ，ちょっとまって，先生は数えたらわかる？っ
ていったら「うん」って言ってくれたんだけど，○○さ
んが「あと～」って言ってくれたんだ。別のやり方があ
るのかな？ 

C：うん。 

T：「１番」は数える以外にどうやったらわかる？ 

C：あれ！はみだしている。 

T：「わからないよ」っていう人？じゃあ，友達にわかって
もらうように話してみようか。教えてくれる人。○○さ
んお願いします。 

 

 

 

種類ごとに並べるという考えが児童から引
き出されていた。数えやすくなった「きれい
ってどういうこと」といった問いかけが効果
的であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「そろえる」を引き出すために，教師がバラ
バラに提示する働きが効果的であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はみだしているという発言は，並べると数え
なくても「見たらわかる」という気付きと捉
えることができる。また，その発言を共有す
ることが効果的であった。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C：うさぎが２頭 

T：ストップ，続きわかる？うさぎが２頭って言っているん
だけど，なんのことだろう？ 

C：うさぎが２頭はみ出している。はみ出している。 

T：（「うさぎが２とう」を板書）うさぎが２頭って言ってい
るんだけど、これ？ 

C：ちがう。 

T：これ？ 

C：ちがう 

T：これ？ 

C：ちがう 

T：これ？ 

C：そう。 

T：（「はみだしている」を板書）じゃあ，数えなくてもわか
るってこと？ 

C：うん。 

T：なるほど，はみだしているのは見たらわかる。なるほど。
そしたら（たてに並べた図に対して）これも，うさぎ，
はみ出してますか？ 

C：うん。 

C：これが一羽しかはみ出していない。そろっていないか
ら・・・ 

T：ストップ。じゃあちょっといくよ，（縦に並べた図に対
して）一羽ウサギがはみだしているのがわかるよね。（縦
と横二つに並べた図に対して）これとこれの違いはわか
る？ 

C：二頭多い。 

T：これは何をしているの？ 

C：階段。 

C：最初は少なかったけど，真ん中らへんからどんどん大き
くなっている。 

T：これは何をしているの？ 

C：階段 

T：数が多いかどうかわからなかったら階段にはできないよ
ね。最初から１番多いとか２番多いとかわかった？みん
な階段にしようとしていたのかな？ 

C：階段の逆にした 

T：○○は階段ではないよね？何したの？ 

C：ピラミッド。 

T：ピラミッド。そうか。（縦に並べた図に対して）じゃあ
これは何をしているの？ 

C：縦 

T：縦に何をしたの？ 

C：縦に並べた。 

T：縦に並べた（板書）じゃあこっちは？ 

C：横に並べた。 

T：じゃあこっちは？ 

C：縦に並べた。 

T：横に並べたら階段になったんだね。（「よこにならべる」
を板書）よしわかった。縦に並べる横にならべるだ。縦
に並べる横に並べたらはみだしているのもわかるんだ
ね。並べるといいことあった？ 

C：数を数えやすい。 

T：１・２・３・４ 

C：ちがう。はみだしている。みたらわかる。 

T：（縦に並べた図，横に並べた図両方に対して）どちらも
はみだしている。どちらも見たらわかるでいい？ 

C：うん。 

C：それで・・・ 

T：○○さんの言いたいこと先生も同じかもしれない。○○
さん言いたいことある？ 

C：でもさ，縦に並べたらさ，でているのが・・・ 

C：１匹 

C：出てるのが１頭しか出していない。 

C：１匹 

T：さっきは２個でてて，こっちは１個しかでていない。 

C：そろえられる。 

C：うさぎを揃える。あひると 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「横に並べた図は２頭はみ出している」「縦
に並べた図は１頭はみ出している」という発
言を共有することで「ずれ」に着目し解決し
ていく流れの方がよかった。この後，「並べ
る」を引き出したい教師の問いかけによって
停滞していく。 

 

「並べる」という言葉を引き出したく，「こ
れは何をしているの？」という発言を繰り返
し行っていた。１年生の発達段階を考えると
「階段」＝「並べる」と捉えてもよかったか
もしれない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１つあたりの大きさの違いに着目した児童
がいた。その児童の考えを共有することがで
きていたのはよかった。前述しているが，こ
の前段が停滞している。子供が発言した段階
で即時的に共有することができれば子供の
思考に即して，解決に向けて取り組むことが
できたはず。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30：30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

T：あひるとうさぎを揃える？でもさ，あひるとうさぎはそ
ろわないよね？ 

C：できる。 

C；揃わないよ。 

T：揃えることができるという人。ちょっとまだわからない
なという人。でも，できるよっていう人いるね。 

C：なんで～？ 

T：そろえる方法ができる？ 

C：それを聞いてみたい。 

T：ちょっと考えてみない？どう？ 

C：うん。 

T：なんか揃えておくことできるみたいだよ。あひるとうさ
ぎ。伝わった？じゃ，やってみようか。縦に並べてそろ
えることができるかやってみようか。用意どうぞ。まず
縦に並べるんだよ。揃えることができるかどうかってい
うお話だよね。 

個人思考 

C：そういうことか。 

C：あ～こうするのか。 

T：難しそうだね。○○さんやってみてくれる。 

縦でそろえるのお話だね。 

C：（均等に並べる考え方でカードを並べる。） 

C：わかった。 

C：うん。 

T：ウサギがまだあるんだけどわかったっていっている人が
いるよ。 

C：わかった。 

T：どう，つづきわかる？ 

C：おなじだ。 

C：それやろうとしていたやつだ。 

C：やりたかった。 

T：○○さんわかった？ 

C：わかる。わかる。 

T：やってごらん。○○さんありがとう。○○さんのおかげ
でみんなわかったよ。 

T：できそう？ 

C：できる。 

T：○○さんやってみよう。 

C：やりたかった～ 

C：（つづきを板書） 

C：わかった～。 

T：先生，ちがい，わからないんだけど。 

T：そろえるになっている，これ？ 

C：なっている。 

T：だって大きさバラバラだよ。何をそろえたの？ 

C：大きさはちがうけど，横を揃える。 

T：言っていることわかる？ちょっとわからないよっていう
人。 

T：もう１回説明する？ 

C：（黒板の前で）大きさはちがうけど，横に揃えた。 

C：お～ 

T：これ（一番下の馬）と何がそろっているの？これ（一番
下の羊）？これ（下から２番目の羊）？これ（一番下の
羊）？ 

C：うん。 

T：（一番下の羊に対して）これと何そろっているの？ 

C：上。馬の数が同じ。 

T：どう？他の人の考えも聞こうか。これとそろっているの
は？ 

C：一番したのうさぎ 

T：一番したがそろっているであっている？何がそろってい
るかわかる？なんでこうしないといけないかわかる？ 

T：何と何がそろっているの？ 

C：それ！ 

T：先生もう１個気になっているんだけど，１番はうさぎ，
２番は？ 

C：あひる 

T：ひつじじゃないの？同じだよ。 

 

 

 

 

 

均等に並べることに気付き始めた児童がい
たが，その発言をきっかけとして，全員で改
めて個人思考させる展開がよかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

均等に並べる考えの一部を提示し，他の児童
が考え始めることができていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

縦に並べた場合と横に並べた場合とで，はみ
出している数が異なるという考えから均等
に並べるについても見いだすことができて
いた。指導案にもあったが，同じ数に見える
あひるとひつじについて考えていく必要は
なかったと考える。 



 

 

 

 

 

 

 

38：00 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

41：00 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

44：00 

C：そろってない。 

C：だってさあひるとひつじとそろ・・・ 

T：どっちも２番っていっていい？ 

C：ううん。わかった！そろってない。あひるとそろえる。 

T：どうして同じようにみえるの？ 

C：そろえていない。 

T：そろえなくてはいけないんだね。じゃあ次いくよ。 

T：こんなふうに考えた人がいるんです。 

C：しっている。あ～わかった。わかりやすい。 

T：１番どれ？ 

C：うさぎ。 

T：２番は？ 

C：あひる 

T：３番は？ 

C：ひつじ 

T：４番は？ 

C：馬 

T：どうしてわかったの？○○さん。 

C：うまは反対になっちゃうんだけど。 

C：あ～。ちょっと言っていい？ 

T：順番かわっても大丈夫？ 

C：大丈夫。 

T：順番かわっても大丈夫？ 

T：１番どれ？ 

C：うさぎ。 

T：２番は？ 

C：あひる 

T：３番は？ 

C：ひつじ 

T：４番は？ 

C：馬 

T：どうしてわかったの？○○さん。 

C：動物ではみ出している分だけ大きい数から。 

T：一番はみだしているのは？ 

C：うさぎ。 

T：さっきはそろえるためにどうした？ 

C：横を揃える。 

T：横を揃えるためにどうした？すきま空いているでしょ？ 

T：こっちは？ 

C：たてのながさが同じ。 

C：さっきのは大きいと小さい。 

T：同じ大きさにするんだね。 

T：じゃあ．確認しよう。（はじめの問題の図に対して）数
えにくかったね。どうしました？ 

C：並べた。大きい小さい。 

T：動物のまとまりにしてくれたってことであってる？じゃ
あ，こっちは？ 

C：階段，並べる。 

T：並べたんだね。並べたら同じに見えちゃったよ？どうし
たの？ 

C：横を揃える。たての長さを同じにするよ。 

T：同じような問題をやるよ。 

C：ばらばら。 

T：ばらばらだね。それでこうしてくれたよ。 

C：わかりやすい。でも。 

T：でも・・・ということは，いいんだけど何かおかしいと
ころがあるってこと？どうしたらいいの？ 

C：よこを揃える。お友達（揃える）にできる。 

T：全員教えて。 

C：横を揃える。 

T：ばななとりんごどっち多いの？ 

C：横を揃えて比べたらいいよ。 

T：では終わりにします。 

C：終わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．授業者および教科担当者からの本時の考察と評価改善の見通し 

▲問題で１番おおいのはどれかを問うているのにも関わらず，２番と３番が同じように見えるように示し
ていた。１番多い動物に対して「ずれ」が生まれる展開とするとよかった。「１番多いのはどれか？」
という問題を生かすならば，縦に並べた図，横に並べた図の比較を通して「はみ出している数が異なる」
「うさぎとあひるの数の違いは２匹であるにも関わらず１匹に見える」という「ずれ」を生かして ，「（縦
に並べた図に対して）違いが２匹になるようにすることはできるかな」と投げかけてもよかった。 

〇「種類ごとに並べる」といった発言を引き出すことができた。問題提示において，１つずつばらばらに
提示された動物カードを用いたことによって，自然と児童が種類ごとにまとめたり，並べたりすること
ができていたと考える。 

▲「いちばんおおいどうぶつはどれですか」のように文脈をもたない問題提示であったため，動物カード
を縦に並べる考えと横に並べる考えがでた。縦に並べる考えと横に並べる考えを扱うのであれば，はみ
だしているうさぎの数を「ずれ」とすればよかったと考える。当初は縦に並べた図における４匹のあひ
ると３匹のひつじが同じように見えることを「ずれ」とする計画であった。縦に並べる考えのみを扱う
ことができるようにするため，問題で動物が移動するなどといった文脈をもたせ，縦に並べることが自
然になるような提示にすべきだった。 

〇横に動物を並べた図と縦に動物を並べた図を比較すると，横に並べた図がうさぎが２匹は
み出しているように見え，縦に並べた図は１匹はみ出したように見えることから，「ずれ」
が生まれた。「ずれ」を解決するために，均等に並べる必要があることに気付いた児童が
一部であったことから，馬，ひつじ，あひるを並べうさぎについては並べていない右図を
全体で共有し，その続きを考えさせた。そのような部分提示により，他の児童も均等に並
べることに気が付くことができていた。 
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